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（１）コミュニティバスの運行状況

 川口市コミュニティバス「みんななかまバス」は、平成１４年１１月から運行を開始し、現在では、市内全域を運行

エリアとして、６路線で運行している。

 コミュニティバスの一部の系統は、市民生活上必要な拠点施設（市役所・支所、高齢者福祉施設、鉄道駅、拠点病院、

大型商業施設等）を経由する経路となっているため、系統延長が長い。

 また、市内のコミュニティバスが走行する区間は路線バスとの重複区間や並行区間も多く存在する。

 さらに、コミュニティバスと路線バスの運賃体系が異なるため、同じバス停間でも運賃が異なり、路線バスとコミュ

ニティバスで競合が生じている。

コミュニティバス運行概要

系統名 延長 運行間隔 起終点

川口・鳩ヶ谷線 約10km

概ね120分に1本

川口駅西口⇔鳩ヶ谷駅東口

青木線 約12km 川口駅西口⇔鳩ヶ谷駅東口

芝・神根循環 約25km 川口市立医療センター発着

戸塚・安行循環
（横道経由）

約20km

概ね210分に1本 川口市立医療センター発着

戸塚・安行循環
（安行吉蔵経由）

約20km

新郷循環 約21km
概ね120分に1本

見沼代親水公園駅発着

南平線 約10km 川口元郷駅⇔鳩ヶ谷駅東口

コミュニティバスルート

川口市内を運行するバスの運賃体系※ 路線バス：距離制（初乗り２４０円） コミュニティバス：１００円/回

国土数値情報より作成
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市民の利用実態に即した

運行サービスの検討
将来的な持続性の確保

バスネットワークの役割分担の徹底

■路線バスとコミュニティバスを一体的に運用

コミュニティバスでカバーするエリア

■路線バスの運行が困難、運行本数が少ない地域へ集中

運賃

■路線バスと一体的な運賃制度

路線バスとコミュニティバスの

一体的運用

鉄道駅の交通結節機能の強化

■運行拠点を鉄道駅

市域全体におけるバスの利便性向上

■現行の長大化するルートや運行間隔の短縮

GTFSデータ（令和3年時点）より作成

■再編後の評価指標の構築

2

（２）再編基本方針

 現下の運転手不足においても市内全域のバスネットワークを維持するため、令和7年3月にコミュニティバス再編基本方針

を策定した。

 これは、運行の効率化を図りつつ、利用者の利便性向上等の現状の課題解決を図ることを目的としている。

 再編にあたって、路線バスとの一体的運用を図るために、路線バスとコミュニティバスとの区別を廃する。

 コミュニティバスについては、市と運行事業者との運行協定による路線バス 「協定バス」 として運行する。
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路線名 運行間隔 主なコンセプト

A
東内野循環

（東川口駅南口 ～ 附島橋 ～ 東川口駅南口）
12.73㎞

６０分

• 現行コミュニティバス“芝・神根循環”のうち、利用者が多い附島橋
（東浦和駅）から東内野住宅をカバーし、運行拠点となる東川口駅ま
で延伸した路線。

• 路線バスの運行が困難である、東内野周辺の交通不便地区を解消する。

B
東川口駅医療センター線

（東川口駅南口 ～ 川口市立医療センター）
片道6.03㎞

７０分

• 現行コミュニティバス“戸塚・安行循環”のうち、利用者が多い東川
口駅から新町東までと“芝・神根循環”の一部を組合せ、市内の拠点
病院である川口市立医療センターを結ぶ路線。

• 路線バスの運行が困難である、戸塚・戸塚南・石神周辺の交通不便地
区を解消する。

C
戸塚線

（東川口駅南口 ～ 戸塚安行駅）
往路：6.42㎞、復路：6.59㎞

７０分

• 現行コミュニティバス“戸塚・安行循環”のうち、利用者が多い東川
口駅から戸塚安行駅までの区間に絞った路線。

• 路線バスの運行が困難である、東川口・戸塚東周辺の交通不便地区を
解消する。

D
前野宿線

（川口市立医療センター ～ 西沼）
往路：6.21㎞、復路：5.81㎞

７０分
• 現行コミュニティバス“新郷循環”のうち、路線バスの運行がなく坂
の多い前野宿周辺と “戸塚・安行循環”のうち、利用者が多い安行
領家、新井宿駅を結ぶ路線。

E
安行循環【実証運行】

（東川口駅南口 ～ 安行原団地 ～ 東川口駅南口）
14.48㎞

７０分
• 運行拠点となる東川口駅と安行地区を結ぶ路線。
• 上記の設定方針のうち、①⑤の要件を満たさないが、利用者から運行
を求める要望が多数寄せられていることから、実証運行とする。

市民のご意見を踏まえて、協定バスルートの設定方針を作成し、以下に示す５ルートを設定した。

① 路線バスの運行が困難な地域や運行本数が少ない地域に集中させる。

② 運行拠点を鉄道駅とする。

③ バスの運行が可能な道路幅員を考慮する。

④ 運行間隔を概ね６０分程度とする観点から、１便あたりの所要時間を４５分程度とする。

⑤ 現行のコミュニティバスの利用者数を踏まえるとともに、医療施設や商業施設の利用を見込んだルートを設定する。

協定バスルート（案）の設定方針

（３） 協定バスの運行ルート
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GTFSデータ（令和3年時点）および国土数値情報より作成

東内野循環
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既存路線バス（川20系統、東川05系統）への影響を考慮して
差間東、戸塚西公民館、差間北、差間中央は通過扱いとする

差間東
戸塚西
公民館差間北

差間中央

東内野住宅

東内野団地
東内野町会会館北

東内野ふるさとの森

木曽呂北

埼玉協同病院入口

通船堀大橋

柳崎五丁目

附島橋

東浦和駅南

東川口駅南口

東川口病院

埼玉協同病院

川口さくら病院

東浦和団地入口

戸塚一丁目

●人 現行コミュニティバス
1日当たり乗車人数

ヨークマート
柳崎店

マルエツ柳崎店

ベルク川口差間店

オリンピック
東川口店

西友東川口店

イオンフードスタイル東浦和店

ジェーソン
東川口店

ヤオコー
川口SKIPシティ店

ファミリーマートプラス
上青木店

川口市路線バス
運行間隔別（日単位）
バス停300ｍ圏

協定バス バスルート
協定バス バス停

路線バス ルート
路線バス バス停

61分～に1本相当
31～60分に1本相当
16～30分に1本相当
6 ～15分に1本相当
～5分に1本相当
ショッピングセンター
スーパーマーケット
医療施設

（４）個別ルート図（東内野循環）
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GTFSデータ（令和3年時点）および国土数値情報より作成

東川口駅医療センター線

東川口駅南口

戸塚三丁目

戸塚スポーツセンター

戸塚スポーツセンター南

西立野西
新町東大塚南

青陵高校北

叺原

神根支所

笹根

川口市立医療センター

バイパス口

神戸

神根公民館

埼玉協同病院

川口さくら病院

川口市立
医療センター

戸塚消防分署

●人 現行コミュニティバス
1日当たり乗車人数

ジェーソン
東川口店

ベルク川口前川店

マルエツ柳崎店

ヨークマート柳崎店

スーパーヤオフジ川口店

フードガーデン
戸塚安行駅店 マミーマート

川口安行店

コモディイイダ東
川口店

オリンピック
東川口店

マルエツ東川口店

ジョイフーズ川口戸塚店

ビッグ・エー川口戸塚店

西友
川口赤山店

イオンスタイル
新井宿駅前

スーパーカネモ

ベルク川口差間店

東川口病院西友東川口店
ヤオコー

川口SKIPシティ店

ファミリーマートプラス
上青木店

川口市路線バス
運行間隔別（日単位）
バス停300ｍ圏

61分～に1本相当
31～60分に1本相当
16～30分に1本相当
6 ～15分に1本相当
～5分に1本相当
ショッピングセンター
スーパーマーケット
医療施設

協定バス バスルート
協定バス バス停

路線バス ルート
路線バス バス停

（４）個別ルート図（東川口駅医療センター線）
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GTFSデータ（令和3年時点）および国土数値情報より作成

戸塚線

ジェーソン東川口店

ビッグ・エー
川口戸塚店

フードガーデン
戸塚安行駅店 マミーマート

川口安行店

コモディイイダ
東川口店

オリンピック
東川口店

マルエツ東川口店

ジョイフーズ川口戸塚店

ダイエー東川口店

西友東川口店

戸塚安行駅

長蔵一丁目

長蔵二丁目

戸塚境町

戸塚団地

戸塚鋏

伝右川

舟堀橋

戸塚東四丁目

綾瀬新橋

戸塚佐藤公園

東川口六丁目

戸塚榎戸公園

東川口駅南口

東川口五丁目

平沼ふれあい公園

綾瀬川岸

東川口病院

ヤオコー
川口SKIPシティ店

ファミリーマートプラス
上青木店

川口市路線バス
運行間隔別（日単位）
バス停300ｍ圏

61分～に1本相当
31～60分に1本相当
16～30分に1本相当
6 ～15分に1本相当
～5分に1本相当
ショッピングセンター
スーパーマーケット
医療施設

協定バス バスルート
協定バス バス停

路線バス ルート
路線バス バス停

（４）個別ルート図（戸塚線）
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GTFSデータ（令和3年時点）および国土数値情報より作成

前野宿線

ヤオコー
川口SKIPシティ店

ファミリーマートプラス
上青木店

川口市路線バス
運行間隔別（日単位）
バス停300ｍ圏

61分～に1本相当
31～60分に1本相当
16～30分に1本相当
6 ～15分に1本相当
～5分に1本相当
ショッピングセンター
スーパーマーケット
医療施設

協定バス バスルート
協定バス バス停

路線バス ルート
路線バス バス停

川口市立医療センター

新井宿駅

向原

門下町

曲輪

赤山みどりの丘団地

安行領家南

原

原坂上

大竹入口
新郷図書館

旭幼稚園

緑ヶ丘公園
(医療センター方面のみ停車)

前野宿
(医療センター方面のみ停車)

新郷公民館

新郷農協

西沼
（降車のみ）

マルエツ安行慈林店

西友川口赤山店

イオンスタイル
新井宿駅前店

鳩ケ谷中央病院

川口市立
医療センター

武南病院

スーパーそうます

マルヤ赤井店

サミット
川口赤井店

西友鳩ヶ谷店

ジャパンミート鳩ヶ谷店

はとがや病院

サミット鳩ヶ谷駅前店

ビッグ・エー
鳩ヶ谷駅前店

ジェーソン鳩ヶ谷里店

イオンモール川口

コモディイイダ
榛松店

新鮮市場東本郷店

前野宿緑ヶ丘公園
(西沼方面のみ停車)

（４）個別ルート図（前野宿線）
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GTFSデータ（令和3年時点）および国土数値情報より作成

安行循環 【実証運行】

オリンピック
東川口店

コモディイイダ
東川口店

ビッグ・エー川口戸塚店

フードガーデン
戸塚安行駅店

マミーマート川口安行店

コモディイイダ安行店

ビッグ・エー川口安行店

マルエツ安行慈林店

西友川口赤山店

イオンスタイル
新井宿駅前

イオンモール川口

ベルク川口
差間店

マルエツ東川口店

ジョイフーズ川口戸塚店

ジェーソン東川口店

ジェーソン鳩ヶ谷里店

東川口駅南口

長蔵二丁目

安行藤八

安行出羽

南公園

川口緑化センター

安行診療所入口

安行原団地

安行北谷

安行小山

安行支所

安行原久保

安行原坂下

安行原

戸塚
消防分署

戸塚東二丁目

戸塚東三丁目

戸塚中学校入口

安行川口青果市場

後峯

長蔵一丁目

戸塚安行駅

鳩ケ谷中央病院

川口市立医療センター

川口さくら病院

ヤオコー
川口SKIPシティ店

ファミリーマートプラス
上青木店

川口市路線バス
運行間隔別（日単位）
バス停300ｍ圏

61分～に1本相当
31～60分に1本相当
16～30分に1本相当
6 ～15分に1本相当
～5分に1本相当
ショッピングセンター
スーパーマーケット
医療施設

協定バス バスルート
協定バス バス停

路線バス ルート
路線バス バス停

（４）個別ルート図（安行循環：実証運行）
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 協定バスについては、評価指標を継続的にモニタリングして運行状況の評価を行う。

 評価結果をもとに、運行方法の見直しや事業継続の判断を実施する。

 協定バスの運行計画を見直す場合は、「川口市コミュニティバス再編基本方針」（２ページ参照）や「協定バスルート

の設定方針」（３ページ参照）で示した方針から大きく逸脱しないことを前提として検討を実施する。

・利用者目線の指標（満足度等）は、モニタリングする評価指標に含めないが、必要に応じて住民や利用者の意見を把握する。

・協定バス運行によるアクセス圏域や圏域人口の変化については、協定バス運行による影響を把握するとともに、ルート見直しや運行

間隔見直し等の再編が実施される場合にその都度確認を行う。

 協定バスのモニタリングをする評価指標（案）として以下の５項目を設定し、運行状況を継続的に評価する。

 評価指標（案）の目標値は、１年目の実績を踏まえて２年目以降に設定する。

モニタリングする評価指標（案） ねらい

乗降人数

１便あたりの輸送人員（1か月あたり） 協定バスの取組全体の評価 ⇒ 運行ダイヤ・使用車両の妥当性評価

１日あたりの輸送人員（1か月あたり）
（現行コミュバスと協定バスが同一停留所の場合）経年比較

⇒ 協定バス事業全体の妥当性評価

停留所別、時間帯別輸送人員（OD） 利用傾向の把握 ⇒ 運行ダイヤ・停留所等の見直し評価

収支率 収支率（収入÷運行経費※×100） 事業の費用効率性を路線別に評価

⇒ 運行ダイヤ・停留所等の見直し評価
⇒ 地域の実状に応じてダウンサイジング化等の運行方法見直しを検討

公的資金投入額
（財政負担額）

利用者１人あたりの財政負担額

※収支率の算出に用いる運行経費は、使用する車両によって車両費が上下するため、車両費を除いた固定費で評価

▼協定バスのモニタリングをする評価指標（案）

その他

（５）協定バスの評価について

①評価方針

②評価指標

議題３．協定バス運行開始について
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 「安行循環」については、前ページの評価指標のうち下記３項目を「運行継続を判断する評価指標」と設定して評価する。

 評価指標の目標値は、１年目の実績を踏まえて、２年目以降に設定する。

 運行継続の判断はについては、運行開始から概ね２年間の運行状況を評価し、３年目以降に実施する。

（６）安行循環（実証運行路線）の運行継続の判断について

評価指標

（運行継続判断）

.
交通体系将来構想推進会議

にて本格運行に向けて協議

運行１年目

実証運行開始

運行状況の評価及び

見直しの必要性検討

.
地域公共交通協議会にて

本格運行に向けて協議

見直しまたは中止等の判断

安行循環が
他路線より
全て低い

安行循環が
他路線より
いずれか
１つ高い

安行循環が
目標値を未達成

安行循環が
目標値を達成

運行２年目 運行３年目以降

評価指標（案） 評価指標のねらい

乗降人数
１便あたりの輸送人員
（１か月あたり）

協定バスの取組全体の評価

⇒ 運行ダイヤ・使用車両の妥当性評価

収支率 収支率（収入÷運行経費※×１００） 事業の費用効率性を路線別に評価

⇒ 運行ダイヤ・停留所等の見直し評価
⇒ 地域の実状に応じてダウンサイジング化等の運行方法見直しを検討公的資金投入額（財政負担額） 利用者１人あたりの財政負担額

▼安行循環の運行継続を判断する評価指標（案）

▼安行循環の運行継続判断フロー

※収支率の算出に用いる運行経費は、使用する車両によって車両費が上下するため、車両費を除いた固定費で評価

評価指標

（運行継続判断）

運行１年目の実績を用いた

評価指標の目標値設定
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